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ウ リ ミバ エ Dacuscucur･bitaeCoquillettに関す る研究

(罪二報)人=大量飼育法について

東 漕 二 多良間 恵 栄

(琉球出発試験場) (琉球椴防宮古支所)

Sei21iAZUMA & KeieiTARAMA :StudiesontheMelonFlyDacuscucuγ的 ae

Coqumett′Trypetidae)2.Mas･S-productiononArtjLicialmedia.

(.は じ め に

納経ではクリミバェ Dactt.qcLW･urbitaeCoq.の碓1=_,.

形使,』fLl,及び防除方法について耶者等の調査成紙の-

邦銀びに今Flまでの研死J戊紙を概説伯に記述したが,･こ

の節二報では1963年米紙みて米た人=飼料による大丑飼

博法が 2年余の娯代飼育に成功したのでその概略を報告

することにした.

クリミパェは琉球においては宮古,八重山にのみ座し

それの押紙本山への出入防止は列仏間における植物検疫

上J故も朋輩な側屈の～つとなっている.しかし現在の防

除及び椀扱岨勢には不充分で不合W.な点 も多く指摘され

ており,防除方法の改印及び倹投の合理化は早急に解決

されねばならないものとされている..そのためにはク!)

ミバエの/ヒ鳩を明らかにすると州 こ検疫くん蒸及び相場

に如ける防除蹴験を･ffなう必政があり,それら乱麻用ク

リミバエの人剛iiJ冊 立瓜験を成功させる上に大 きな役制

fJ..もたらすものである.

生 きた地物を食べる昆虫を人工的に大盈飼育 (Mass･･

production)することについてはBottger(1940,1942)

に始まり, Beck (1949) のアワノメイガ Pyrausla

mEbE'lalisHubuner,Wellington (1949) の4麓のノ､

マキガなどの鱗週目の撫歯的飼育法の完成によって飛躍

的な発展をとげ,現在各国で研究されたMass･proには80

余盛の昆虫があげられている.

日本においても湖山 ･安田 ･石井 (ユ951･),弥富 ･金

子 ･深 沢 ･r石井 (1951)らによって ニカメイガ Chilo

subPrcssalisWaHterの飼育が合成飼料によって無謝状

鰻で行なわれたの魯きっかけに殆ど絶望祝されていたカ

イコ Bo･lJFlbD,∬mOrL'Linrle も人工飼料によって飼育さ

れる ･(青田ら1960,福JElら1960,伊藤ら1969)状低まで

研兜が進んでいる.

ミバエ頬のMass-proについては MarLtCCiandCllanCy

(1950)により始められ,Maeda,HagenandFinneyに

よって完成されたク9ミバエ DocuscucwbitaeCoq.

ミカンコミバエ D.dorsalisHendel,チチユタカ･1ミ

パェ Ceraf･ilisc(ゆiiaLa仰ied.の他に 01頚ve什y(a.

olcaeGnlel.),Queenslandfruitlfly(D.tryo･niFrog虞)

Solanum fru.itfly (D.cLiCbull･･inalusmeriT唱)などの

Mass･proが行なわれるようになった.

Mass-Proで生産された昆虫は同 Stageの ものが一時

に大塩に得らjlるので薬剤の screeningtest,天 敵 の

増殖,Ⅹ-ray周射による不托雄の生産,生娘調査,栄養

LE風に関する研究などに利用され,成果をあげている.

本文に入るに先だち飼育法について捷々御教示下さっ

た械終航物防疫所調査課の川崎倫-･氏,木村登氏,梅谷

献二博士･,旗林省水産技術会議研究調整官室の田口俊郎

氏,台湾省頗村復興連合会の劉和元氏に深 く謝意を表す

ち..また飼育に協力下さった琉球植物防疫所調査課の職

幽1司.ならびに同所笛苗支所の大村倍輩,川根革栄,･下

地改暦 (現巾都督及事務所)の各氏に対して も厚 くお礼

IkILJ上げる.そのほか筑験申絶えず力添え下さった佐久

貞艮功氏 (元櫓物防疫所々長)に深謝する.

∬. 飼 育 の 方 法

1.卵 の 接 種

採卵月割ま緑色または白色の軟質ポリエチレン製空瓶に

屈虫ピン (6号)で穴を開けたものを用い,中にクj類

のi73.-スまたはバン汐ロク束を入れた.クリミバエは

採卵願の穴に産卵管を挿入して産卵を行なう.

採卵掛 こ産下された卵は軟質の筆または羽根でろ紙上に

はき落とし,計数して幼虫の飼料上面に均等に移した.

2.幼虫飼料の配合方法

A飼料 (Hawaji方式)

乾燥エソILyソ ･(3･0-･50メッVユのもの) 300g

生酵母 84g

水 20〕Occ

塩酸 80cc
Sodium Benzoate 2.8a

ビーカー:.t所定畳の乾燥ニyi7>･,生酵母及び水を入れ

膿拝しながら塩酸,Sod山m Benzoateを添加し'乾 燥

エソ汐yが充分吸水膨張した時期を待って幼虫飼育軌 こ
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移した.

B飼料

乾燥エ ソLyy (30-50メッVユの もの)

乾燥カボチャ (30-59メッV .1のもの)

生酵母

水

塩酸

パラオキU安息香酸ブチルエステル

配合法はA飼料 と同様である.

C飼料

)=tニソ,J ソ

Ebios(Brewersyeast)

塩酸

衣

Butyl-p-hydrl0Xybe11ZOate
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つ山
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3009

15.-24a

2.8m8

90.-.105cc
0.36g

ビーカ-に所定崖の水 TIbios を入れ若干俳とうさせ

て酵母の作用をなくし,それに所定塁の生エ ソIJy,塩

酔, Butyl-p-hydroxyben之Oateと共にミキサーにかけ

50′一60秒 ミックスし,幼虫飼育群に移した.

3.幼虫の飼育法

幼虫飼育掛 まユ2×18C1II,深さ5cJhのふた付きプラスチ

ックポットを使用し,飼料 ICLlあて卵は2.-3佃を移hllll.

した.ユ- 2日で卵はふ化し,飼料内に潜入して摂食を

始めるがふたが密閉していると飼料外に出て佃倣 するか

らふたの一部には穴を開け,その部分に吸取紙を張 り付

けておくと凄気及び湿度の調節に役立つ.飼育難及び飼

料の配合用鞍異類は充分洗粉したものを使用し,カビの

発生に注意する.時々清潔な投酢陣で摸伴すると横食が

よくなる.

4.蟻の飼 育法

温度260-29oCで幼虫は4-6田で蜘化するが蜘化を

悶滑にするため老熟幼虫は蛸化鱒に移す.蜘化鮒は値碓

18榊高さ7cmIの･VヤーV-またはプラスチックポットを

用い 3.5C妙の深さに10メッVユの節にかけた砂を入れ,

その上に目のあらいガーゼを敷き,その上に幼虫を飼料

と共に 移す. 充分老耕した幼虫は ガーゼを通過して秒

中に潜入LL,そこで如化する.容器の砂は若干湿度を弓

えてふたをしておく,幼虫が砂中に潜入し終っ7二時脚を

見計らって残査飼柳 まガ-ゼのまま除去する.その後 2

- 3日を経て鰍 ま砂と共に10メッVユの節にかけ砂を除

去して加の個体数を調べ,清潔な砂を入れたガラスポッ

トまたはプラスチ ックポッIに如を収容する.容器内の

乾燥を防ぐため水分を加減し成虫羽化までふたをしてJI,･

く.

5.成虫の飼育法

飼育箱は幅40川,奥行き25cJn,描き60cJnの昆虫飼育鞘

で働三両をガ･-ゼ張 E),-両をガラス張 E)とし,箱の左
右には柚をつけ手を入れて舗杓の作業が出来るようにし

たものを･班用する.それには1000-2000;)L.の成虫が飼哲

出来る.

幾日源として Proteinhydroryzate(MRT)または

Yeasthydroryzateを,炭水化物源として砂 糖,または

Saccharoseを,そして水の三つを別々のVヤーレに入れ

飼育箱の中段に設けた拙).こ配置する.水の入ったVヤー

レは成虫の足場として脱脂綿をつめておき,給水はおこ

たらないJ:うに注意 し,庵棚多めに補給する.

:nt.飼育成績及び検討

1.採卵について

バ ン汐ロク輿は入手の困難な噂偶があり,またウリ瓶

のLyユースは腐政が早く,採卵数の点でパンiyロウ果よ

[)劣る欠点があり,今後の研究が頚 されているが採卵成

緋は次の迫 りであった.なおハワイではバ ツV ･J yフ ル

ーツ,台湾ではバンLyロクを佐用している.

第 1表

材 料 別

キウリJユース

-ガタiJLy3.-メ

バy iyロ ウ果

1 日 1 雌 産 卵 数

節 一風歌験

3-9 卵

5.-ll

6.一20

約二 匝l偶戯

4-ll 1]11

6･-ノ13

6-.19

2.幼虫の飼育成績

A,B,C3種類の飼料で飼育した結果次の成績を付

すこ.
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飼 料 別 供試幼虫数 事 的 化 敬 l 蛸 北 郷

t
一一-I-l _._____"_._
匹 書 性

且98 166

236 202

c i 300 256
.J汁クリ.I.I.･li':'-宜 ･F

:pを‡ 20匹をラyダムに選び測定した.

%

83.8

85 .6

85.3,

A飼料とC飼料が幼虫藍簡及び蛸韮などです ぐれてい

ろが琉球においでは艦燥ニynLYl･･の製造に困難性があ り

C飼料が材料の入手や飼料配食の難易などの点で酢剤で

ある.またE3飼料で飼育した輔及び野舛産の蛸は 1鋼玉

において上下の灘が大 きくA,Cの資料はその点刺創 匂

-.で6-Er-)机賦戯川虫として良好だといえる.

生存日数及び繁殖力について

2rJOC-･29oCでは次のたか りで..･'g･.'t,,た.

卵脚囲:24-36時間..

幼虫隅聞 :4- 6m.
州側聞 :7- 9Fl

成虫の産卵前期 :14-19ET.

雄生存日数 :100日前後

産卵欄間 :44r-98r=!.

1岬産卵敬 :490-･ユ,2･00桐,平均260個.

lJl'a)産卵数 :7-20個,平均15個.

生存脚閣及び繁殖は深井 (ユ935) 相打報参照)の門司

:.C.おける飼育成績及び是石 (1937) (嗣報参照)の台湾

における室咽及び野典での飼育成組に殆ど近 く,本人二｢:

飼料による飼育が劣っていないことを承しているk
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